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1. は じ め に

eラーニング連続セミナーとは 2005年 4月から始まり，国内

外の著名な eラーニングに関する専門家が招かれ，開催されて

いる．本報告では，2007年度に行われた第 11回から第 13回

の連続セミナーについて報告する．

2. 第 11回 eラーニング連続セミナー

大阪経済大学の家本修教授の講演と株式会社富士通ラーニン

グメディアの eラーニング事業部長である戸田博人氏による講

演が，2007年 4月 20日に熊本大学くすのき会館を会場に行わ

れた．

家本教授からは「e–learningのイノベーションの展開」とい

うタイトルで，広い知見をもとに，教育は科学であるという観

点から，今後の日本の教育体制改革について講演があった．

戸田氏は「研修サービス提供企業における品質管理事例」と

いうタイトルで，戸田氏ご本人の職場の実例を交えた企業で展

開される研修サービス事業における学習コンテンツの品質管理

から教育効果の品質評価まで，幅広い内容の講演であった．株

式会社富士通ラーニングメディアの主な事業は BtoBのビジネ

スモデルによる研修サービス事業で，主に集合教育による研修

が行われており，eラーニングによる研修も行われている．今

回は品質管理という視点で，研修コンテンツの品質チェックリ

ストやフィードバックによるコース開発段階での品質管理，お

よび受講者からのデータ収集とフィードバックによるコース提

供時の品質管理について詳細な話があった．ビジネスとして成

り立たせるためにサービスの品質に重きが置いてあり，受講者

はじめ，その会社の人事部や上司といった幅広いクライアント

に対してサービスの品質評価を行い，その品質管理が行われて

いる点をあげ，企業の特徴的な面についても解説があった．

3. 第 12回 eラーニング連続セミナー

独立行政法人メディア教育開発センターの吉田文教授による

講演が 2007年 12月 11日に熊本大学工学部百周年記念館にて

行われた．

「大学ｅラーニングの課題　―ブレークスルーの条件― 」と

いうタイトルで，これまでの日本の教育体制にはじまり，様々

な手法による世界的な遠隔教育の取り組みから，インターネッ

トによる遠隔教育を取り上げ，日本の教育体制をあらためて評

価することで，eラーニングを軸にした今後の日本の教育体制

について講演があった．講演の中では様々なアンケート結果の

紹介とともに，教育に対する組織的取り組みと教員個人の教育

に対する認識との因果関係について解説があった．今後の LMS

の運用を考える上で非常に参考になる内容であった．

図 1 大盛況の連続セミナーの様子

4. 第 13回 eラーニング連続セミナー

日本教育工学会会長である東京工業大学の赤堀侃司教授によ

る講演が 2008 年 3 月 17 日に熊本大学工学部百周年記念館に

て行われた (図 1)．

「ICTで学習を継続するための方略」というタイトルで，学

習の継続性の問題をメインテーマに講演が行われた．講演では，

ドロップアウトについてコメントがあり，通常の対面式の講義

を行う大学に比べて，インターネットを利用した非対面式の講

義の場合には学生がドロップアウトする割合が多いとの解説が

あった．また，同様に，時間と労力，動機付け，孤独感，学習

効果，教育的意義，生涯学習といった eラーニングのもつ課題

について解説があった．

赤堀先生の研究テーマであるアフォーダンス，プレゼンス，

スキーマについて，実際の研究結果をもとに解説があった．ア

フォーダンスでは，勉強したくなる ITを考える必要があると

の話が印象的であった．プレゼンスに関しては，視線の交わり

によるプレゼンスが学習の継続性の要因となるとの実験結果

をもとに話が進められ，教材へどのように他人が関わるか，先

生の存在感がいかに重要であるか話があった．また，このプレ

ゼンスをいかに ITで実現するかが今後の eラーニングのポイ

ントとなるとの話があった．アフォーダンス，プレゼンス，ス

キーマについて関心を深める良い機会となった．

講演の後半には，手書き，特に下線や注釈の効果に関する研

究の紹介もあり，Web上であっても手書きによる下線や注釈の

効果の解説があった．改めて，赤堀先生の造詣の深さ，教育に

対するその研究姿勢に圧倒された．

5. ま と め

2007年度 eラーニング連続セミナーでは，4人の方それぞれ

の視点による eラーニングに関する意見を拝聴することができ

た．会場との盛んな議論も聞き逃すことのできない充実した内

容となっていた．議論を含め，今後の eラーニングに関する教

育運用体制について考える良い時間となった．


